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きらきら いきいき ふれあい育む 豊かなめぐみ野

■ 市が目指す将来像を考える ･････ p. 2 ～ 5

■ 地域ぐるみで自主防災組織をつくり

防災力を高めましょう
･････ p. 6 ～ 7

■ 資料館に泊まろう ! ･････ p.17

Headline  News

ニセ電話詐欺被害防止のキーワードは「現
金 ・ キャッシュカード渡して」は詐欺 ! 「名義
貸しは犯罪」は詐欺 ! 「ATM を操作して医
療費等を還付」は詐欺!カード型電子マネー
の「カード番号教えて」は詐欺 ! です。 この
ような不審電話を受けた時には絶対に現
金を渡すことなく、 最寄りの警察署もしく
はニセ電話詐欺相談ダイヤル（TEL 029-
301-0074）まで通報をお願いします。

ニセ電話詐欺にご注意ください

全力尽くした夏～水泳大会

7 月 9 日、 千代田Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催さ

れた「第 29 回Ｂ＆Ｇスポーツ大会茨城県大会」。

日頃の練習の成果を発揮すべく最後まで全力

水泳 ! 熱いレースが繰り広げられました。
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市
が
目
指
す

将
来
像
を
考
え
る

第
２
次
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

問まちづくり計画担当（千代田庁舎）

総 

合
計
画
は
、
本
市
の
行
政
運
営
の
指

針
と
な
る
も
の
で
、
行
政
運
営
全
般

を
対
象
と
し
た
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、
行

政
運
営
全
般
の
基
本
的
な
理
念
や
大
方
針
を

示
す「
基
本
構
想
」、
基
本
構
想
に
沿
っ
て
各

分
野
に
お
け
る
施
策
を
示
す「
基
本
計
画
」で

構
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
基
本
構
想
」の

策
定
は
地
方
自
治
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律（
平
成
23
年
法
律
第
35
号
）が
平
成

23
年
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
こ
の
規
定
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改
正
は
地
域
主

権
改
革
に
お
け
る
国
か
ら
地
方
へ
の「
義
務
づ

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
」の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
各
自
治
体
の
自
主

的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
の
必
要
性
を
理

由
と
し
て
、
平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
定
例

会
に
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
条
例
を
提

案
し
、
６
月
23
日
に
制
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

よ
り
一
層
の
自
主
性
や
創
意
工
夫
を
発
揮
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
第
２
次
か
す
み

が
う
ら
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

本
計
画
で
は
、
平
成
27
年
度
を
始
期
と
し
て

策
定
し
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に

基
づ
く
、
か
す
み
が
う
ら
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お

よ
び
創
生
総
合
戦
略
を
包
含
す
る
内
容
と
し

て
い
ま
す
。

本 

市
で
は
、
自
然
と
共
生
し
つ
つ
、
市

民
と
と
も
に
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
や

豊
か
な
文
化
を
育
み
、
安
心
し
て
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
き
ら
き
ら　
い
き
い

き　
ふ
れ
あ
い
育
む　

豊
か
な
め
ぐ
み
野
」を
将

来
都
市
像
に
掲
げ
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
昨
今
、
社
会
経
済
情
勢
は
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
市
民
が
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、

市
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
長
寿
命
化

に
対
応
す
る
保
健
医
療
や
福
祉
の
充
実
、
大

今後 10 年、 かすみがうら市の目指す将来の姿として

の将来都市像について市長の考えを聞きました。

今回は、 その一部を紹介します。

▲ �

かすみがうら市にふさわしいキーワードを教えてください。

かすみがうら市のよさといえば、 アンケートにもある通り

「自然」だと思いますので「みず」や「みどり」はキーワードとし

てふさわしいかと思います。 アンケート全般の結果をみて

も、 住環境に対する評価は比較的高い。 まちづくりの原

点は、 市民の皆さまが自分のまちに誇りを持てる、 愛着

を持てる、 夢を持てることです。 将来都市像にも市民の

皆さまが誇りと思えるものを盛り込めればと思います。

▲

基本理念についてはいかがでしょうか。

かすみがうら市は小さいながらも農業も工業もあるバラ

ンスがとれたまちで、 今後も地場産業やこの地の利を生

かした産業を育てていきたいので、 豊かな自然と地域産

業が共存していくことが重要だと思います。 また、 市民

の皆さまからの要望・関心の高い「安全」や「安心」も理念

に盛り込みたいと思います。

▲ �

基本目標についてはいかがでしょうか。 施策体系とし

てのバランスのほか、 今後重点を置くべき項目など

の意向をお聞かせください。

市民の暮らしを考えた場合、 「産業」はすべての基本

です。 今後は地域に根付いた産業をいかに育てていくか

が重要だと思います。 例えば 6 次産業化のように農工

商が一体となって地場の産業をもり立てていく仕組みが

必要になってくると思います。

規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
や
防
犯
な
ど

の
安
全
対
策
、
次
世
代
を
育
む
福
祉
や
教
育

の
連
携
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
下
支
え
す
る
安

定
し
た
財
政
の
確
保
、
経
済
産
業
界
の
振
興

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
将
来
の
望
ま
し
い

都
市
の
姿
を
示
し
、
市
民
と
と
も
に
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
市

民
参
加
型
の
話わ

い

わ

い

囲
輪
囲
カ
フ
ェ
と
か
す
み
が
う

ら
市
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
市
民
や
職
員
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ま
ち

づ
く
り
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

で
き
あ
が
っ
た
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公

募
）を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
、
こ
の
基
本
構
想
案

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
多
少
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

じ
傾
向
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
か
ら

は「
市
民
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
」「
若
い
世
代
が
住
み
や
す
い
居
住
地

区
を
拡
大
し
、
保
育
や
教
育
支
援
の
充
実
を

図
り
住
民
の
増
加
を
目
指
す
。そ
の
た
め
に
は
、

市
の
環
境
の
良
さ
や
住
み
や
す
さ
の
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

市長ヒアリング
市
内
で
活
動
す
る
団
体
の
方
な
ど
10
人
が

出
席
し「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
10
年
前
に
比
べ
、
ど
う
変
わ
っ
た
か
」な

ど
を
伺
い
、
今
後
市
が
目
指
す
べ
き
方
向
性

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。「
人
口
問
題
」「
農

林
水
産
業
の
未
来
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

在
り
方
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

市
を
思
う
気
持
ち
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
期
待
や
課
題
な
ど
、
出
席
さ
れ
た
皆

さ
ま
か
ら
の
提
案
を
、
本
計
画
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
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き
ら
り
輝
く
湖み

ず

と
山

み
ど
り

　

笑
顔
と
活
気
の

ふ
れ
あ
い
都
市

～
未
来
へ
紡
ぐ
安
心
と
や
さ
し
さ
の
郷さ

と

　
か
す
み
が
う
ら
～

す
べ
て
の
市
民
が
地
域
を
創
る
人
材
と
し
て
い

き
い
き
と
光
り
輝
き
、
産
業
や
文
化
、
豊
富
な

資
源
が
地
域
に
活
気
を
与
え
、
人
々
の
豊
か
な

気
持
ち
が
未
来
へ
安
心
と
優
し
さ
を
紡
い
で
い

く
ふ
れ
あ
い
都
市「
か
す
み
が
う
ら
」を
創
造
し
て

い
き
ま
す
。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

皆さまからのご意見を
お待ちしています

前
期
基
本
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

前
期
基
本
計
画（
案
）の
策
定
に
あ
た
り
、
幅

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間

９
月
15
日
木
～
28
日
水

閲
覧
場
所

 

政
策
経
営
課（
千
代
田
庁
舎
）、
情

報
広
報
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）、
中
央

出
張
所
、
あ
じ
さ
い
館
、
市
Ｈ
Ｐ

か
す
み
が
う
ら
市
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

７
月
９
日
、
千
代
田
庁
舎
で
策
定
中
の
総
合

計
画
に
盛
り
込
む
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
テ
ー
マ

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
か
す
み
が
う
ら
市
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
実
施
し
ま
し

た
。参
加
者
は
、「
お
宝
活
用
」「
暮
ら
し
創
造
」「
地

域
力
育
成
」の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
で
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
掘
り
下
げ

る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
視
点
か
ら

か
す
み
が
う
ら
市
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も

ら
い
、
幅
広
い
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
、
各
テ
ー
マ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
道
筋

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
と
地
域
産
業
が
共

存
す
る
ま
ち

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
豊
か
な
自
然
や

資
源
を
守
り
、
地
域
の
産
業
と
と
も
に
育
て
生

か
し
な
が
ら
豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
を
守
る
快
適
で
安

全
な
ま
ち

交
通
や
施
設
な
ど
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
や
防
犯

体
制
も
整
っ
た
快
適
で
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

と
も
に
支
え
成
長
す
る
人
財
あ
ふ

れ
る
安
心
な
ま
ち

市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
な
が
ら
成
長
し
、
と
も
に
支
え
合
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
都
市
像
は
、
豊
か
な
自
然
の
も
と
、
市

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
元
気
な

地
域
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
た
め

に
次
の
と
お
り
定
め
る
予
定
で
す
。

基
本
理
念
は
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
と
考
え
方
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の

と
お
り
定
め
る
予
定
で
す
。

↑ ワークショップで意見を出し合う参加者

総合計画の構成（案）

本市が目指す将来都市像とそれを実現するための施策の方針を定め、 総合的かつ体系的なまちづくりを進め

るための指針です。 また、 本計画では、 平成 27 年度を始期として策定した、 まち ・ ひと ・しごと創生法に基

づく、 かすみがうら市人口ビジョンおよび創生総合戦略を包含する内容としています。

1. 豊かな自然と地域産業が共存するまち
2.日々の暮らしを守る快適で安全なまち
3. ともに支え成長する人財あふれる安心なまち

きらり輝く湖
みず

と山
みどり

　笑顔と活気のふれあい都市
～未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷

さ と

　かすみがうら～

1.自然の恵みを享受できるまちづくり≪居住環境≫
2. 産業の振興で活力あふれるまちづくり≪産業≫
3. 安全で快適に暮らせるまちづくり≪都市基盤≫
4. 健康で思いやりをもって暮らせるまちづくり≪健康・ 福祉≫
5. 未来を担う若者を育むまちづくり≪子育て ・ 若者支援≫
6. 豊かな学びと創造のまちづくり≪教育・ 文化≫
7. みんなでつくる連携と協働のまちづくり≪協働・ 行財政≫

基本計画（前期／後期）

実施計画

基本構想に定める施策の方針に基づき、 その実現に向けて具体的なまちづくりの基本施策を示すものです。

基本計画で示した基本施策を効率的に実施するために、 市の財政状況を勘案して策定し、 毎年度の事業計

画および予算編成の指針とするものです。

➡

基本理念

将来都市像

まちづくりの基本目標

目標とする将来人口

将来人口フレーム

1. ゾーンの設定
2. 地区拠点

土地利用構想

1. 人口減少、 超高齢化時代の到来
2. 経済 ・ 産業の変化
3. 観光などによる内外の交流人口の増加
4. 防災意識の変化と高まり
5. 多様な主体の連携や協働意識の高まり

時代の潮流

【市民意識】
　 ・市民まちづくりアンケート
　 ・  若者からの提言

（まちづくり交流会「話囲輪囲カフェ」）

【まちづくりの主要課題】

市民意識と主要課題

施策の方針

➡
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防災週間にちなみ

ツイッターハッシュタグ訓練を実施 !

期日：９月４日日

時間：午前 8 時 30 分 ~午後５時15 分

ツイッターアカウントをお持ちの方は、「＃かすみが

うら市災害」とハッシュタグをつけて市内各所でつ

ぶやいてみましょう。

（例：【訓練】○○地内、被害ありません。 ＃かすみ

がうら市災害）

「かすみがうら」から「福島」へ

被災地派遣職員レポート
福島第一原発が立地する双葉町は面

積の 96％が帰還困難区域に指定され

ており、 東日本大震災から 5年をすぎ

た今でも地震で壊れた街並みは放置さ

れ、 震災と原発事故の複合災害による

傷痕の深さは「見ると聞くとでは大違い」

です。 私は、 前任者と同様、 復興推進

課で支援員として、 既存計画の見直し

や復興公営住宅の整備など、 業務の重

要性を認識しながら従事しています。 双

葉町は、 帰還・復興に向け、 より具体

化した「復興まちづくり計画（第二次）」策

定やいわき市や郡山市などに整備され

た町外拠点、 復興の先駆けとなる町内

復興拠点を中心に帰還・復興へ向けた

施策の策定に向け、 重要な局面を迎え

ています。 派遣や単身赴任生活など未

経験の中、 伊澤史朗町長をはじめ双葉

町職員から温かい指導を受け、 お世話

になっています。 残りの派遣期間、 被災

地の職員の負担を少しでも軽減できる

よう同じ立場で働く職員として帰還・復

興に向け、 一緒に歩んで行けたらと思い

ます。

災
害
発
生
時
に
は
、
自
助（
自
分
自
身
や
家
族
、
財
産
を
守
る
た
め
の
活
動
）・
共
助（
地
域
や
近
隣
の
人
が
互
い
に
協
力
し
合
う
活
動
）・

公
助（
消
防
や
警
察
、
行
政
が
実
施
す
る
援
助
・
救
助
活
動
）の
連
携
に
よ
り
人
的
・
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
公
的
機
関
が
行
う
活
動「
公
助
」は
交
通
網
の
寸
断
や
同
時
多
発
火
災
な
ど
に
よ
り
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
個
人
の
力
で
災
害
に
備
え
る「
自
助
」と
と
も
に
地
域
で
の
助
け
合
い「
共
助
」に
よ
る
地
域
の
防
災
力
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

よ
り
効
率
よ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
安
全
室（
千
代
田
庁
舎
）

▼
自
主
防
災
組
織
と
は

災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒

に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
を「
自
主
防
災
組

織
」と
い
い
ま
す
。

平
常
時
に
は
、
地
域
の
危
険
箇
所
の
点
検
や
把
握
、
災
害
時

に
は
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
、
救
出
、
救
護
な
ど
の
活
動
を
行
い

ま
す
。

▼
結
成
す
る
に
は

規
定
の
様
式
の「
自
主
防
災
組
織
結
成
届
」や「
組
織
の
規
約
」、

「
防
災
活
動
の
計
画
」な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
般
的

な
作
成
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
、
地
域
に
合
っ
た
組
織

の
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
後
は
、
単
年
度
２
万
円
を
上

限
と
し
て
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
防
災
用
資
器
材
を
購
入
で
き
ま

す
。

市では、 東日本大震災により被災した自治体への人的支援として、

福島県双葉町役場いわき事務所に職員を 1 年間派遣しています。

自主防災組織の結成から活動までの流れ
自主防災組織は、 地域に合わせて自由に編成してかまいません。 でも何からすればいいのかわからない…。

自主防災組織の結成から活動までどのように行えばいいか、 一例をご紹介します。

自主防災組織の必要性について、 行政区などで話し合う

市の自主防災組織補助事業を活用する

自主防災組織の活動を開始する

自主防災組織を結成する

自治会の総会などで最終案の合意を得る

自主防災組織の基本的な事項について案をまとめる

福島県双葉町役場いわき事務所
復興推進課　　岡崎正道　支援員

◦自主防災組織の結成について考える。

◦地域で災害が起こったときのことを考えてみる。

◦行政区などの役員で、 組織のかたちや役員の人選、 規約、 防災計画を検討する。

◦自主防災組織規約、 防災計画、 組織の合意を得る。

◦地域のみんなで互いに協力し合うという意識を持つ。

◦防災安全室（千代田庁舎）に規約や防災計画などを添付した「自主防災組織結成届」を提出する。

◦組織の結成は地域防災活動の出発点です。 最初は簡単なことから、 地道な活動を続けていきましょう。

◦自主防災組織の結成や育成に係る補助金の支援措置（単年度2万円上限）がありますので、

詳しくは防災安全室（千代田庁舎）へお問い合わせください。

1

6

5

4

3

2

防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

地
域
ぐ
る
み
で
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
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今日、ペットの不適切な飼い方や無責任な飼い方、虐待につながる事例、動物によ
る人身などへの加害事例が後を絶ちません。かすみがうら市も例外ではなく、市民
の方からこういった苦情が多数寄せられております。茨城県では県内市町村のこの
ような状況を受けて 9 月を「動物愛護月間」と定め、広く県民の間に動物の愛護と
動物の正しい飼い方についての関心と理解を深めていく期間としています。

問 環境保全課（霞ヶ浦庁舎）

9月は動物愛護月間

動
物
の
虐
待
・
遺
棄
は
犯
罪

動
物
を
虐
待
し
た
り
、
捨
て
た
り
す
る
こ
と

は
犯
罪
で
す
。
違
反
す
る
と
、
懲
役
や
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。
動
物
虐
待
と
は
、
動
物
を
不

必
要
に
苦
し
め
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
、
正
当

な
理
由
な
く
動
物
を
殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り
す

る
積
極
的
な
行
為
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
世
話

を
怠
っ
た
り
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
を
せ
ず
に
放

置
し
た
り
、
充
分
な
餌
や
水
を
与
え
な
い
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
ネ
グ
レ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
行
為
も
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主
の
責
任
に
は
、
動

物
を
正
し
く
飼
い
、
愛
情
を
持
っ
て
扱
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
飼
う
こ
と

（
終
生
飼
養
）も
含
ま
れ
ま
す
。
飼
え
な
い
か
ら

と
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
を
危
険
に
さ

ら
し
、
飢
え
や
乾
き
な
ど
の
苦
痛
を
与
え
る
ば

か
り
で
な
く
、
近
隣
住
民
に
も
多
大
な
迷
惑
に

な
り
ま
す
。

愛
し
て
い
る
の
な
ら
繁
殖
制
限

犬
や
猫
は
、人
が
大
昔
に
自
然
か
ら
切
り
離

し
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
よ
う
に
体
の
つ
く
り
も

習
性
も
変
え
た
動
物
で
あ
り
、適
正
な
数
に
な

る
よ
う
に
自
然
環
境
が
繁
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
野
生
動
物
と
は
異
な
り
ま
す
。犬
や
猫

は
本
能
で
繁
殖
す
る
だ
け
で
、そ
の
犬
や
猫
の
繁

殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
飼
い
主
の
義
務
で

あ
り
責
任
で
す
。本
当
に
犬
や
猫
を
愛
し
て
い
る

の
な
ら
、安
易
に
生
ま
せ
た
り
、繁
殖
を
放
置
し

た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

不
妊
去
勢
手
術~

不
幸
な
命
を

生
み
出
さ
な
い
た
め
に~

茨
城
県
で
は
、毎
年
犬
・
猫
あ
わ
せ
て
８
千
頭

余
り
が
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が

子
犬
・
子
猫
で
す
。ま
た
、無
責
任
な
飼
い
主
が

捨
て
た
犬
や
猫
が
増
え
て
い
ま
す
。生
ま
れ
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。新
た
な
飼
い
主

は
そ
う
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。飼

い
犬
や
飼
い
猫
が
妊
娠
し
な
い
よ
う
に
、メ
ス
な

ら
ば
不
妊
手
術
、オ
ス
な
ら
ば
去
勢
手
術
を
行

い
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
不
幸
な
子
犬
や
子
猫
を
増

や
さ
な
い
た
め
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
の
責
任
で
す
。

犬
は
つ
な
い
で
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う

犬
の
放
し
飼
い
は
、県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、平
成
26
年
４
月
よ
り「
茨
城
県
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」が
改
正

さ
れ
、猫
の
屋
内
飼
養
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、咬
み
つ
き
事
故
、糞
尿
や

い
た
ず
ら
な
ど
の
近
隣
の
方
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、迷
子
や
交
通
事
故

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事

件
事
故
の
防
止
に
つ
な

が
り
、ペ
ッ
ト
自
身
の
安

全
の
た
め
に
重
要
な
こ
と

で
す
。ま
た
、不
幸
な
生
命
を
生
ま
な
い
、生
ま
せ

な
い
た
め
に
も
、犬
を
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
、猫
を

室
内
で
飼
う
こ
と
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

人
と

動
物
が

共
生
す
る

地
域
社
会
の

実
現
に

む
け
て

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
の
検
討
状
況

免
除
・

減
額
の
制
度
を
再
構
築
し

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
推
進

市
で
は
、
公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
負

担
に
見
合
っ
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
公
平

性
・
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
、
見
直
し
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
は
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
施
設
を
利

用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
、
幅
広
い
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
使
用
料
の
定
価
の
不
均
衡

は
見
直
し
つ
つ
、
市
の
施
策
の
推
進
に
向
け
市
民

の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
統
一
し
た「
使
用
料
の
免
除
や
減
額

の
制
度
」を
設
け
る
方
針
と
し
、
平
成
29
年
4
月

か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
好
会
や
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る

施
設
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
、
基
本
的
に
現
在
の
実
負
担
と

変
わ
ら
ず
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
使
用
料
の
見
直
し
内
容
に
つ
い
て
、

今
後
、
説
明
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
制
度
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
よ
り
使
い
や
す
い
仕
組
み
と
な
る

よ
う
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
を
、
手
続

き
方
法
の
具
体
化
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

説
明
会
の
日
程
は
、
決
ま
り
次
第
、
本
誌
ま

た
は
お
知
ら
せ
版
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

≪公共施設の利用手続き≫
❶使用料の減免利用団体の登録申請

・  各団体などの活動目的に合致する市の担当課に、

減免利用団体の登録を申請

・  申請内容を、 統一の基準で市の担当課が判定し、

団体を認定 ・ 登録

❷施設の利用申請
・  減免利用団体として認定された団体では、 利用した

い施設に使用申請

・  どの施設でも基本的に同じ基準で、使用料は免除（実

質無料）または減額（一部負担）

ただし、 公民館のように法律などの制約がある場合

は、 その範囲での利用

≪減免利用団体としての要件≫
❶活動目的

・  市が推進する施策の目的に合致する活動をしている

こと

例 ��健康づくり、 高齢者・障害者福祉の充実、 次世

代育成の支援、 生涯学習の推進、 スポーツ活

問
検
査
管
財
課（
千
代
田
庁
舎
）

動の推進、 青少年の健全育成、 コミュニティ活

動の推進　など（ただし、 利用者の直接の営利を

目的とするものを除く。）

・  市が主催する行事への参加や事業への協力など、

活動成果を広く還元いただけること

❷会員構成
・  一定人数以上で構成され、 かつ、 市民が半数以上

で構成されていること

・  門戸を広く開いていただき、 活動目的に賛同する市

民の入会を制限しないこと

❸運営方法
・  年間を通じ定期的・ 継続的な活動を行っていること

・  会員の総意によって、 自主的で組織的な運営がされ

ていること

・  活動費用は会員の会費で賄われ、 収支決算が適切

に行われていること

・  講師を経常的に招いたり、 代表者と会員間の師弟関

係など、 塾や教室的な形態になっていないこと

（このような場合は、 利用不可または定価もしくは割

増の使用料での利用）

↑ 平成 27 年10 月に開催した説明会

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
へ

説
明
会
を
開
催
予
定
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17 土 ▲ なんでもかんでも相談13:30～16:30やまゆり館 社会福祉協議会

18 日 ■ 帆引き船 3 市合同操業 14:00歩崎公園
観光商工課

（霞ヶ浦庁舎）

19 月

20 火 ▲ 育児相談 [ 要予約 ]　9:30霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

21 水

22 木 ■ かすみがうら わくわく フェスタ 2016
10:00日立建機㈱�千代田ハウス跡地

商工会

☎0299-59-3755

23 金

▲ 法律相談 [ 要予約 ]13:00 あじさい館
9月1日木 8:30 から予約受付

社会福祉課

○ 2 歳児歯科健診（H26.4・5月生）
13:00霞ヶ浦保健センター

霞ヶ浦保健センター

▲ 教育支援相談 [ 要予約 ]13：00�霞ヶ浦庁舎
学校教育課

（霞ヶ浦庁舎）

24 土

25 日 ■ 帆引き船通常操業 14:00歩崎公園
観光商工課

（霞ヶ浦庁舎）

26 月

27 火
■ ベビーマッサージ [ 要予約 ]

10:00 やまゆり館9月12日月 9:00 から予約受付
やまゆり館

▲ 子育て相談 [ 要予約 ]9:30/14:00 やまゆり館
9月1日木 9:00 から予約受付

やまゆり館

28 水
▲ 心配ごと相談 13:30～15:00あじさい館 社会福祉協議会

▲ 教育支援相談 [ 要予約 ]13：00�霞ヶ浦庁舎
学校教育課

（霞ヶ浦庁舎）

29 木

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで�千代田庁舎 千代田庁舎

○ にこにこ教室 [要予約]10:00千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター

○ ミニウォーキング [ 要予約 ]
9:30千代田保健センター

霞ヶ浦保健センター

30 金 ○ スマートエクササイズ教室 [ 要予約 ]
9:30 やまゆり館

霞ヶ浦保健センター

お知らせ＆カレンダー　

 1 木
◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで�千代田庁舎 千代田庁舎

○ にこにこ教室 [要予約]10:00千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター

2 金

3 土 ■ あじさい土曜名画座 18:00あじさい館
霞ヶ浦中地区公民館

（あじさい館）

4 日
○ 家族一緒のマタニティ教室

9:30霞ヶ浦保健センター
霞ヶ浦保健センター

■ 帆引き船通常操業 14:00歩崎公園
観光商工課

（霞ヶ浦庁舎）

5 月

6 火 ○
健康づくり応援教室 [ 要予約 ]

9:30働く女性の家
霞ヶ浦保健センター

7 水 ○ にこにこ教室（5・6 歳教室） [ 要予約 ]
14:00千代田保健センター

霞ヶ浦保健センター

8 木

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで�千代田庁舎 千代田庁舎

▲ 法律相談 [ 要予約 ]13:00働く女性の家
9月1日木 8:30 から予約受付

社会福祉課

○ にこにこ教室 [要予約]10:00千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター

9 金 ○ 3 歳児健診（H25.5月生）13:00霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

10 土

11 日 ■ 帆引き船通常操業 14:00歩崎公園
観光商工課

（霞ヶ浦庁舎）

12 月 ▲ こころの相談 [ 要予約 ]13:30霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

13 火
○ スマートエクササイズ教室 [ 要予約 ]

9:30 やまゆり館
霞ヶ浦保健センター

▲ 子育て相談 [ 要予約 ]9:30/14:00 やまゆり館
9月1日木 9:00 から予約受付

やまゆり館

14 水 ▲ 心配ごと相談 13:30～15:00働く女性の家 社会福祉協議会

15 木
◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで�千代田庁舎 千代田庁舎

○ 4 カ月児健診（H28.5月生）13:00霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

16 金
○ 1歳 6 カ月児健診（H27.2 月生）

13:00霞ヶ浦保健センター
霞ヶ浦保健センター

■ 敬老の日プレゼント製作 [ 要予約 ]
10:00 やまゆり館9月１日木 9:00 から予約受付

やまゆり館

9月
このカレンダーは広報誌からはずし掲示してご利用いただけます。◇行政案内　○健康　▲相談　■イベント

◉土浦地区 ▼ ▼ ▼診療時間9:00～16:00

【外科】
4日

11日

18日

19日

22日

25日

野上病院

県南病院

野上病院

黒井整形外科医院

淀縄医院

伊野整形外科医院

☎ 029-822-0145

☎ 029-841-1148

☎ 029-822-0145

☎ 029-826-2210

☎ 029-822-5615

☎ 029-821-6028

【内科】
4日

11日

18日

19日

22日

25日

小原内科医院

烏山診療所

荒川沖診療所

小林医院

鈴木胃腸科クリニック

山中内科クリニック

☎ 029-821-1015

☎ 029-843-0331

☎ 029-843-0859

☎ 029-831-6688

☎ 029-841-7711

☎ 029-843-0870

◉石岡地区 ▼ ▼ ▼診療時間9:00～16:00

【外科】
4日

11日

18日

19日

22日

25日

石岡市医師会病院

石岡市医師会病院

石岡市医師会病院

石岡第一病院

石岡循環器科脳神経外科病院

八郷整形外科内科病院

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-22-5151

☎ 0299-58-5211

☎ 0299-46-1115

【内科 ・小児科】�
4.11.18.19.22.25日
石岡市医師会病院☎ 0299-23-3515

◆夜間緊急診療受付時間18:00～21:30
3.4.10.11.17.18.19.22.24.25日
石岡市医師会病院☎ 0299-23-3515

休日や夜間に緊急対応している医療機関（歯科を

除く）を 24時間、 案内しています。

☎ 029-241-4199

休日・ 夜間救急医療情報

防災行政無線で放送した内容を確認できるテレホ

ンサービスを行っています。

☎ 0800-800-3674

防災行政無線（24 時間・ 通話無料）

休日緊急診療当番医

◉参加費 ▼各日200円／中学生以下100円

▼  施設休館日は、 クラブもお休みです

【なかよしスポーツクラブ】 

問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30 ◉硬式テニス

▼毎週日 9:00 ／毎週水19:00 ◉ピンポン ▼

毎週火土12:30 ／毎週木19:00 ◉フットサル

▼毎週水19:00 ◉よさこいソーラン ▼毎週日
10:30 ◉軽音楽 ▼毎週日 9:30 ◉こどもひろば

▼ 10日土 9:00 ◉グラウンドゴルフ ▼毎週水
9:00／毎週金13:00※場所はすべて第1常陸

野公園◉太極拳 ▼毎週水13:30働く女性の家

◉社交ダンス ▼毎週木日13:00千代田公民館
◉ウォーキング ▼ 28日水 9:30市内とその周

辺を歩く◉英会話広場 ▼第1.3 土 9:30大塚

ふれあいセンター

【エンジョイスポーツクラブ】 

問 高田 ☎ 090-2420-7846

◉スポーツ吹矢［初回500円］ ▼ 第 2.4 木
19:30 ／第2 日 13:30 ◉グラウンドゴルフ ▼毎

週火 (20日を除く )9:00 ◉ターゲットバードゴル

フ ▼第1.3 金 9:00※場所はすべてあじさい館

◉ソフトバレーボール＆卓球 ▼毎週火 (20日を

除く )20:00体育センター◉弓道［要予約］ ▼第

1日13:30多目的運動広場

かすみがうらスポーツカルチャー日程

【指導士の会】　　問 椎名 ☎ 090-4711-1860

▼ 第1.2.4 火 13:00 あじさい館 ▼ 第 2.4 火
10:00千代田公民館 ▼第1.3 月10:00働く女性

の家 ▼第2.4月13:00大塚ふれあいセンター ▼

第1.2.4 金10:00 やまゆり館

シルバーリハビリ体操教室日程

期限内納付にご協力ください。

◉固定資産税[3期]◉国民健康保険税[4期]

◉後期高齢者医療保険料 [3期 ]

9 月の納期限

▲

9 月30日金

◆問い合わせ先一覧

◦千代田庁舎 ・ 霞ヶ浦庁舎☎ 0299-59-2111・ 029-897-1111

◦中央出張所☎ 029-831-2234 ◦あじさい館☎ 029-897-0511

◦霞ヶ浦保健センター☎ 029-898-2312 ◦千代田公民館☎ 0299-59-5252

◦社会福祉協議会☎ 029-898-2527 ◦やまゆり館☎ 029-832-5601

有料広告欄有料広告欄



▼広報かすみがうらは、 ホームページで掲載しているほか、 市内公共施設やスーパー、 コンビニなどにも設置しています（一部コンビニ除く）

お知らせと情報▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

12かすみがうらかすみがうら13

Information＆News

▼広報誌へのご意見をお寄せください　　 ▼メール ・ ハガキ ・電話などいずれの方法でも結構です

く　

ら　
し

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付
や

納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
開
庁
時
間
を
延

長
し
て
い
ま
す
。（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

日
時
　　
毎
週
木
午
後
7
時
ま
で

開
庁
窓
口
　
税
務
課
・
国
保
年
金
課
・
納
税
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

敬
老
式
典
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
郵
送

で
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
出
席
さ
れ
る
方
は

同
封
の
出
席
報
告
書
を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
❶
10
月
15
日
土
午
前
10
時
～

❷
10
月
22
日
土
午
前
10
時
～

場
所
　
❶
千
代
田
公
民
館
講
堂

❷
体
育
セ
ン
タ
ー

※ 

同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
出
欠
に
関
わ
り
な
く
返
信
く
だ
さ
い
。

問
介
護
長
寿
課（
千
代
田
庁
舎
）

▼あじさい土曜名画座

あじさい館の大画面で映画をお楽し

みください。

▼日時　　9月3日土18:00 ～

※ 30 分前から開場します。

▼場所 あじさい館 [ 視聴覚室 ]

▼料金 １００円　[ 上映時間 70 分 ]
問 霞ヶ浦中地区公民館

☎ 029-897-0511

相 

談 

会

就
労
相
談（
職
業
自
立
サ
ポ
ー
ト
）[

要
予
約]

働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
…
そ
ん
な
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

９
月
12
日
月
午
後
１
時
～
４
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

15
歳
～
39
歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の
保
護
者

問 
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎ 

０
２
９
（
８
９
３
）
３
３
８
０

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
や
虐
待
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
電
話
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
祭
展
示
作
品
募
集

11
月
２
日
水
、
３
日
木
㊗
に
第
1
常
陸
野
公

園
で
行
わ
れ
る「
か
す
み
が
う

ら
祭
」で
展
示
す
る
美
術
作
品

(

個
人
展
示)

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限

9
月
16
日
金

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問 

観
光
商
工
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間

敬
老
式
典
に
つ
い
て

茨
城
県
で
は
、
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
お

よ
び
老
人
週
間
を
含
む
９
月
を「
認
知
症
を
知

る
月
間
」と
し
て
、
認
知
症
の
早
期
発
見
や
予
防

へ
の
取
り
組
み
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
地
域
で

支
え
合
う
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

法
律
や
行
政
、
税
務
や
不
動
産
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定

士
が
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

９
月
４
日
日
午
前
９
時
半
～
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
半
ま
で
）

※
相
談
は
当
日
受
付
順

場
所

茨
城
県
産
業
会
館（
水
戸
市
）

問 

茨
城
県
弁
護
士
会☎

０
２
９
（
２
２
１
）
３
５
０
１

◉人 口 42,756 人 [ 前月比 - ３０ ]

◉男 性 21,737 人 [ 前月比  2 ]

◉女 性 21,019 人 [ 前月比 - 32 ]

◉世帯数 16,917 世帯 [ 前月比  5 ]

▼平成 28 年 8 月1日現在

（住民基本台帳人口）

▼かすみがうら市の人口

▼国保年金ニュース

ご存知ですか？

国民年金の任意加入制度

老齢基礎年金（65 歳から受けられる

年金）は、 20 歳から 60 歳になるまで

の 40 年間保険料を納めなければ、 満

額の年金を受け取ることができません。

平成 28 年 4 月分からの年金額

780,100 円（満額）

国民年金保険料の納め忘れなどに

より保険料の納付期間が 40 年に満た

ない場合は、 60 歳から 65 歳になるま

での間に国民年金に任意加入し保険

料を納めることにより、 満額に近づける

ことができます。

なお、 老齢基礎年金を受けるため

には保険料の納付期間や免除期間な

どが原則 25 年以上必要となりますが、

受給要件である 25 年の期間を満たし

ていない場合は、 70 歳になるまで任意

加入することができます。

また、 海外に在住する日本国籍を持

つ方も、 国民年金に任意加入すること

ができます。

詳しくは、

国保年金課まで

お問い合わせ

ください。

問 国保年金課（千代田庁舎）

自
衛
官
等
募
集

問 

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
土
浦
地
域
事
務
所

☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
６
９
８
６

募　

集

や
ま
ゆ
り
館
行
事

▼
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ（
オ
イ
ル
使
用
）

日
時

９
月
27
日
火
午
前
10
時
～

募
集

親
子
15
組（
２
カ
月
～
ハ
イ
ハ
イ
前
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
）

費
用

参
加
費
２
０
０
円

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
飲
み
物

※
９
月
12
日
月
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付

▼
敬
老
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作

日
時

９
月
16
日
金
午
前
10
時
～

募
集

親
子
10
組（
０
歳
～
就
学
前
ま
で
の
お

読
み
聞
か
せ
会
・
お
話
会

▼
読
み
聞
か
せ
会[

つ
く
し
ん
ぼ]

日
時

９
月
１
日
木
午
後
４
時
～（
大
塚
児
童
館
）・

２
日
金
午
後
４
時
～（
稲
吉
児
童
館
）・

13
日
火
午
後
３
時
～（
新
治
児
童
館
）

▼
お
話
会[

石
の
ス
ー
プ
の
会]

日
時

９
月
10
日
土
午
後
２
時
～（
図
書
館
）

問 

図
書
館

☎ 

０
２
９
（
８
９
７
）
０
６
４
７

知
事
と
語
ろ
う「
明
日
の
茨
城
」参
加
者
募
集

■
県
政
な
ど
に
つ
い
て
橋
本
県
知
事
と
自
由
に

意
見
交
換
を
す
る
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
４
日
火
午
前
10
時
～
正
午

会
場

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
土
浦
市
）

※ 

駐
車
場
は
土
浦
市
庁
舎
、
土
浦
駅
西
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象

18
歳
以
上
の
方

申
込
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
９-

３
０
１

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
）

費
用

参
加
費
２
０
０
円

持
ち
物

お
子
様
の
写
真
３
～
４
枚

※
９
月
１
日
木
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付

▼
子
育
て
相
談

日
時

９
月
13
日
火
・
27
日
火

午
前
９
時
半
～
11
時

午
後
２
時
～
４
時

※
９
月
１
日
木
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付

※
家
庭
訪
問
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

問 

や
ま
ゆ
り
館 

☎ 

０
２
９
（
８
３
２
）
５
６
０
１

-

２
１
６
９
）、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申

込
専
用
画
面（
い
ず
れ
も
可
）に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

９
月
12
日
月

問 

茨
城
県
広
報
広
聴
課

広
聴
・
相
談
担
当

 

☎ 

０
２
９
（
３
０
１
）
２
１
４
０

無
料
結
婚
相
談
会

結
婚
を
望
む
方
や
ご
家
族
の
方
の
相
談
に

茨
城
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
応
じ
ま
す
。

日
時

９
月
11
日
日
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所

石
岡
市
東
地
区
公
民
館

持
参
品

身
上
書
、
写
真（
L
判
１
枚
）

問 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地
域
支
部

担
当（
大
内
）☎ 

０
２
９
９
（
２
３
）
３
８
２
９

日
時

９
月
５
日
月
～
11
日
日

午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

※
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問 

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
９

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

第
12
回
か
す
み
が
う
ら
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
15
日
火

場
所

富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
出
島
コ
ー
ス

参
加
費

５
０
０
０
円（
当
日
納
め
て
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間

9
月
15
日
木
～
10
月
14
日
金

申
込
書
配
布
場
所

生
涯
学
習
課（
あ
じ
さ
い
館
）

中
央
出
張
所

市
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

市
内
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
場

申
込
方
法

生
涯
学
習
課（
あ
じ
さ
い
館
）、
中
央

出
張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

１
６
０
人（
先
着
順
）

問 

市
ゴ
ル
フ
連
盟

担
当（
大
関
）☎ 

０
９
０
（
１
１
９
９
）
５
０
２
６

❶
航
空
学
生

受
験
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
限

9
月
8
日
木

※
必
着

試
験
期
日
（
1
次
）9
月
22
日
木

（
2
次
）10
月
15
日
土
～
20
日
木

※
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

（
3
次
）お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

合
格
発
表（
最
終
）
平
成
29
年
1
月
23
日
月

❷
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間
（
男
子
） 年
間
を
通
じ
て
受
付

（
女
子
）9
月
8
日
木
ま
で
※
必
着

試
験
期
日
（
男
子
）受
付
時
に
お
知
ら
せ

（
女
子
）9
月
24
日
土
・
25
日
日

※
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

合
格
発
表（
最
終
）
（
男
子
） 試
験
日
に
お
知
ら
せ

（
女
子
）11
月
4
日
金

茨城県 HP

県八士会 HP

詳
し
く
は
、
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
介
護
長
寿
課（
千
代
田
庁
舎
）

茨城県 HP
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▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

千代田中・下稲吉中地区公民館交流サロン

交流サロンがオープンしました

市では本年度より、 中学校区ごとに地区公民館を

配置し、 市民の皆さまから公民館コミュニティ推進委

員を選出・ 任命しました。 地域住民のよりよい交流を

促すため、 自由に活動できる交流サロンが開設され

ましたので、 ぜひご利用ください。

▼千代田中地区公民館交流サロン「ちよだ広場」

◉日時 毎週日曜日 午後 1時～ 5 時

毎週木曜日 午後 1時～ 4 時

◉場所 千代田公民館

▼下稲吉中地区公民館交流サロン「おしゃべりカフェ“ふれあい”」

◉日時 毎週木曜日 午後 1時～ 4 時

◉場所 大塚ふれあいセンター

問 千代田中地区公民館、 下稲吉中地区公民館

☎ 0299-59-5252

消費生活センターからのお知らせ

くらし安心応援通信　シリーズ❺

9 月は高齢者の被害防止月間です！

高齢になると「健康」 「お金」 「孤独」の不安が増し

てくる方が多くなります。 悪質業者は、 言葉巧みにこ

れらの不安をあおり、 親切そうに近づいてきて、 財産

を狙ってきます。

また　子や孫を思う気持ちにつけ入り、 多額の現金

を詐取する「ニセ電話詐欺」も後を絶ちません。

インターネットの普及で、 ネット通販トラブルや無料

サイトのはずが、 高額請求された例も多発しています。

▼  半年前に無料だと思い利用したサイトから、 高額な

請求が来た。

▼  あなたの土地に福祉施設が建設されるので高く買う、

その前に土地の測量費を払って欲しいと言われた。

▼  あなたの名前で債券を買ったが、 名義貸しは犯罪、 裁

判の取り下げ費用を至急振り込んで欲しいと言われた。

▼お金を要求する電話は要注意！

▼「電車に鞄を忘れた」は詐欺！

「代わりの者が取りに行く」は詐欺！

「宅配便などで現金を送って」は詐欺！

「裁判取りさげ料、 弁護士費用」は詐欺！

何か変？これってどうなの？

　迷わず消費生活センターにご相談ください！

　消費者ほっとライン 188 もあります。

がん検診を受けましょう

がん検診（集団検診）の受け付けが始まります。 年

に 1 度は受診しましょう。 

▼総合健診（胃がん ・ 大腸がん ・ 腹部超音波検診）

期 日 場 所 電話申し込み

9 月27日火 霞ヶ浦保健センター 8 月25日木
～ 9 月9日金

9 月28日水 千代田公民館（講堂） 8 月26日金
～ 9 月9日金

▼乳がん子宮がん検診

期 日 場 所 電話申し込み

10 月5日水 働く女性の家 8 月29日月
～ 9 月9日金

10 月27日木 働く女性の家 9 月13日火
～ 9 月30日金

10 月31日月 霞ヶ浦保健センター 9 月14日水
～ 9 月30日金

※詳細は健康カレンダーをご覧ください

問 霞ヶ浦保健センター☎ 029-898-2312

がん検診受付開始

～創業ってどうするの？
やりたいことをかたちにしよう～

創業に関する講演会を実施します。 どなたでも参加

できます。 託児サービスもありますのでご利用ください。

▼日時 10 月7日金午後 6時半～ 8 時半

▼会場 働く女性の家

▼プログラム 基調講演「創業支援事業

者と仲良くしよう！」 （仮題）、

創業体験報告、 パネルディ

スカッション など

▼申込方法 ホームページをご覧ください。

問 地方創生・ 事業推進担当（霞ヶ浦庁舎）

平成 28 年度創業啓発講演会のお知らせ

　　◆消費生活センターでは

悪質商法、 架空請求などの契約トラブル、 商品サー

ビスの安全性など消費生活に関するご相談は何でも

承ります。 直接来庁いただくか、電話にて対応します。

時間 午前 9 時～正午／午後 1時～ 4 時
❶月火木金 場所：霞ヶ浦庁舎
❷水金 場所：勤労青少年ホーム

◉�消費者教育や被害の注意喚起など、 対象者に応
じた出前講座を行っています。 ぜひご利用ください。

問 消費生活センター（霞ヶ浦庁舎）

商工会の祭典 !

かすみがうら わくわく フェスタ 2016
～ダンス　ダンス　ダンス～

商工会振興部会では、 市の魅力を発信し発見し

ていただけるイベント「かすみがうら わくわく フェスタ

2016 ～ダンス ダンス ダンス～」を開催します。

▲

開催日 9月22日木㊗ 10:00 ～17:00

▲

会場 日立建機（株）千代田ハウス跡地（新治1828-9）

◦内容

❶ ライブステージ（キッズダンス、 フラダンス、 オニツ

カサリーさんと踊ろう！かすみがうらマラソン応援ダ

ンスなど）

❷ フードマルシェ（地元飲食店と商工会会員の出店、

地元グルメの出店など）

❸ ハンドメイドマルシェ（手作り作品の展示、 販売）

❹ ＰＲマルシェ（商工会会員と各種団体の宣伝）

問 商工会 ☎ 0299-59-3755

かすみがうら わくわく フェスタ 2016

9 月は「フォト霞ヶ浦」の作品展示

あじさい館では、 市内の文化団

体などが作成した絵画、 写真、 陶

芸、 工芸品などの芸術作品を月替

わりで展示しております。

▼期間 8 月30日火～10 月2日日
問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

あじさい館展示

屋外広告物の表示には許可が必要
～まちの良好な景観のために～

まちの中には、 さまざまな種類の「屋外広告物」が

あります。 これらの屋外広告物を表示するときは、 原

則として市町村長の許可を受けることが必要です。 ま

ちの良好な景観のために、 屋外広告物を表示すると

きは許可を受けましょう。

※屋外広告物とは、 常時または一定の期間継続して

屋外で公衆に表示される広告物のことで、 看板、 立

看板、 はり紙、 はり札のほか、 広告板、 建物などに

掲出されたものなどをいいます。

▼  屋外広告物については、 「まちの良好な景観の形

成」と「公衆に対する危害の防止」の点から、 表示

場所や大きさなどを規制しています。
▼  屋外広告物は、 種類ごとに許可期間が定められて

います。 許可期間の満了後も引き続き表示するた

めには、 更新許可の手続きが必要です。 許可期

間が切れた屋外広告物は、 違反広告物として除

却命令の対象になりますのでご注意ください。

問 都市整備課（霞ヶ浦庁舎）

9 月は屋外広告物美化強調月間

有料広告欄有料広告欄
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文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

い夜の資料館を貸し切りナ
イトツアーを行いました。
学芸員が用意したミッショ
ンにチャレンジ！ろ初めて
のソーセージ作り。翌朝お
いしくいただきましたは班
ごとにゲームで獲得した材
料で作ったカレーで夕飯。
頑張って作った分おいしさ
もひとしおですに 2 日目は
霞ヶ浦でカヌー体験ほ資料
館の敷地内にテントを張り
宿泊しました ろほ

Camera Report
かすみがうら市子ども会育成連合会主催

資料館に泊まろう！
サマーキャンプ「リーダー研修会」

７
月
２
日
～
３
日
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催「
資

料
館
に
泊
ま
ろ
う
！
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
普
段
と
違
う
生
活
を
し
な
が
ら
そ
の
中
で
自

ら
の
役
割
を
見
つ
け
、
や
り
抜
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
市
内
小
学
校
に
通
う
小
学
５
・
６
年
生
14
人
が
参

加
。
昨
年
度
再
始
動
し
た
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も

た
ち
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
資
料
館
敷
地
内
で
の
テ
ン
ト
泊
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
、
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
、
普
段
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
。

家
族
と
離
れ
て
過
ご
し
た
２
日
間
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
き
っ
と
想
い
出
深
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い

は

に

市
民
学
芸
員
が
行
く　　　　　　
シ
リ
ー
ズ
❺

わ
が
ふ
る
さ
と

史
宝
を
た
ず
ね
て

五
輪
塔

か
す
み
が
う
ら
市
の
石
材
産
業
の
歴
史

か
す
み
が
う
ら
市
の
北
西
部
に
は
、
山
本

山
・
雪
入
山
・
浅せ

ん
げ
ん
や
ま

間
山
・
閑か

ん
き
ょ
ざ
ん

居
山
な
ど
の
山

並
み
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
山
々
は
、
良
質
な
石

材
が
産
出
す
る
こ
と
か
ら
、
山
本
か
ら
志
筑
ま

で
の
地
区
で
は
古
く
か
ら
石
材
産
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

筑
波
山
花
崗
岩
の
利
用
の
始
ま
り
は
、
真

言
律
宗
を
東
国
へ
布
教
す
る
た
め
に
常
陸
入
り

し
た
奈
良
の
西さ

い
だ
い
じ

大
寺
僧
の
忍
性
が
、
拠
点
寺

院
と
な
る
極
楽
寺（
つ
く
ば
市
小
田
）に
大
蔵

派
と
呼
ば
れ
る
南
都
西
大
寺
系
石
工
を
引
き

連
れ
て
き
た
こ
と
で
、
当
地
の
花
崗
岩
を
使
用

し
た
石
材
産
業
が
開
花
し
ま
し
た
。

大
蔵
派
の
石
工
た
ち
は
、
鎌
倉
時
代
末
期

の
優
品
を
東
国
に
お
い
て
制
作
し
て
お
り
、
極

楽
寺
周
辺
で
は
忍
性
の
後
に
極
楽
寺
を
任
さ

れ
た
僧
侶
の
蓮れ

ん
じ
ゅ
ん
ぼ
う
ら
い
げ
ん

順
房
頼
玄
墓
と
さ
れ
る
大
型

五
輪
塔
や
宝

ほ
う
き
ょ
う
ざ
ん

篋
山
山
頂
の
宝
篋
印
塔
、
湯
地

蔵
な
ど
数
多
く
の
活
動
足
跡
を
残
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
石
工
は
在
地
職
人
を
育
て
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
内
に
あ
る
戦
国
時
代
末

期
の
年
号
を
持
つ
上
佐
谷
・
山
本
・
中
志
筑

な
ど
の
大
型
五
輪
塔
は
、
そ
の
よ
う
な
在
地
の

石
工
職
人
の
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
内

の
指
定
文
化
財
の
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
市
教

育
委
員
会
発
行
の「
か
す
み
が
う
ら
市
文
化
財

マ
ッ
プ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
材
産
業
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
先
人

が
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
で

す
。
そ
の
歴
史
に
は
、
知
識
や
技
術
の
結
晶

が
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
は

更
な
る
地
域
産
業
の
発
展
、
そ
し
て
新
た
な
地

域
資
源
の
有
効
活
用
を
促
す
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
も
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
た
地
域
資
源

を
見
直
し
、
観
光
事
業
な
ど
に
活
用
し
な
が

ら
地
域
活
性
化
を
促
進
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
ま
す
。（
深
井　

征
一
郎
）

↑
県
指
定
文
化
財　

山
本
の
石
造
五
輪
塔（
山
本
４
９
１
）

問 

郷
土
資
料
館 ☎

０
２
９
（
８
９
６
）
０
０
１
７

投
稿
作
品

思
い
や
る
人
の
情
か
施
設
に
て
労
わ
る
女ひ

と
の
面
影
忘
れ
じ 

石

塚

清

世
間
体
と
ゆ
う
柵
に
苛
な
ま
れ
只ひ

た
す
ら管

生
き
て
未
だ
生
き
て
い
る 

菅

谷

咊

子

文
月
の
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ
凌
霄
花
咲
き
極
ま
り
て
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 9月2日金までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）

まちのわだい
My Town Topics

今月のスマイル

6月25日～26日、 本市と連携協力にかかる協定を

締結している産業能率大学の学生が、 東京都渋谷区で

開催された青山ファーマーズ・マーケットに出店し「かすみ

がうらフェア」を開催。 市推奨品“湖山の宝”の商品など自

慢の逸品を販売。 賑わう会場では学生と消費者との交

流が生まれ、 本市の魅力を多くの方に伝えてくれました。

↓市の特産品を販売する産業能率大学岩井ゼミの皆さん

自 産業能率大学の学生による市のＰＲ

慢の逸品で市の魅力を都心に発信!

↓街頭キャンペーンで啓発品を配布する推進委員

6月22日、 千代田庁舎で日立建機日本株式会社つ

くば営業所と市は「災害時におけるレンタル資機材の優

先供給に関する協定」を締結しました。 この協定により、

市内で大規模災害が発生した場合には、 市の要請により

応急対策全般に係る資機材を優先的に供給いただける

ことから、 迅速なインフラ復旧や被災者支援が行えます。

災 災害時におけるレンタル資機材の優先供給に関する協定

害時の迅速な復旧・支援体制を構築

初 夏の全国高校野球選手権茨城大会

ベスト16　‐東風高校野球部‐

7月1日、 千代田ショッピングモール内で社会を明る

くする運動街頭キャンペーンが行われました。 この運動

は「犯罪のない明るい社会を築こう」という全国的な運動

で、 毎年7月は強調月間となっています。 キャンペーンで

は、 推進委員を中心に市保護司会や市更生保護女性会

の協力のもと、啓発チラシなどを買い物客に配布しました。↑全国大会出場を決めた市消防本部救助隊の皆さん

7月13日、 神奈川県厚木市で開催された消防救助技

術関東地区指導会に市消防本部救助隊が出場。 ロープブ

リッジ救出の部で優秀な成績を残し、 8月24日に開催さ

れる全国消防救助技術大会への切符を得ました。 出場す

る隊員は「全国大会も日頃の訓練の成果を発揮し、 良い成

績を残せるよう頑張ります」と意気込みを話してくれました。

全 第45回消防救助技術関東地区指導会

国大会出場決定　‐消防本部救助隊‐

夏の甲子園を目指す第98回全国高等学校野球選手

権茨城大会に市内の東風高校（谷田部佳見校長）が出

場。 7月18日の 3回戦では水戸桜ノ牧高校と対戦し、

劇的なサヨナラ勝ちで初のベスト16入り。 21日には 4回

戦で明秀学園日立高校と対戦するも残念ながらで敗れ

涙を飲みました。 次大会のさらなる活躍を期待します。

地 社会を明るくする運動キャンペーン

域のチカラが犯罪や非行を防ぐ

7月2日、 あじさい館で「きもの体験＆お作法初心者

講座」が行われました（全6回）。 参加者は8人。 和やか

な雰囲気の中、 講師の先生の指導を受けながらきれいに

着付けをするポイントなどを学びました。 参加者からは「き

ものを着たいとの気持ちが高まりました」 「ワンランク上の

指導を受けてもっと上達したい」との感想がありました。

奥 きもの体験＆お作法初心者講座

深い和の世界を楽しく体感

↑帯紐の締め方を丁寧に教わり表情がゆるむ参加者

↑ 大会を通じて粘投した東風高校の佐賀史宗 (2 年 ) 投手

いホースを担ぎ猛然とダッシュ　ろ準備が整い放水開始の報告　は標的（火点）に向け放水　にポンプ

車操法の部に優勝した選手の皆さん　ほ小型ポンプ操法の部に優勝した選手の皆さん

【 大 会 結 果 】

ポンプ車操法の部
　㊝第 1 分団 1 部
　②第 6 分団 2 部
　③第 4 分団 1 部
小型ポンプ操法の部
　㊝第 7 分団 1 部
　②第 2 分団 1 部
　③第 3 分団 2 部

は

7月17日、 わかぐり運動公園で「消

防ポンプ操法競技大会」が開催されまし

た。 “自らの地域は自らで守る”の精神に

基づき、 市民の尊い生命や財産を守る

ために活動する消防団。 競技にはポン

プ車操法の部6チームと小型ポンプ操

法の部4チームが参加。 暑い日差しが

照りつける中、 日頃鍛えた消防技術を

競い合いました。

迅 消防ポンプ操法競技大会

速・確実な消火技術を競う

い

ろ

にほ

↓日立建機日本株式会社の葭谷文一関東支社長（右）



広報誌は環境にやさしい

植物油インキを使用しています。

発行日／平成 28 年 8 月20日 発行／かすみがうら市 編集／情報広報課（霞ヶ浦庁舎）

〠 315-8512 茨城県かすみがうら市上土田 461　☎ 0299-59-2111 ／☎ 029-897-1111　FAX.0299-59-2130
HP アドレス／ http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp　 E-mail ／ info@city.kasumigaura.ibaraki.jp第 137 号

■ 廃校活用ニーズ調査で、 現実的な可能性を把握 ■

全国的な課題でもある廃校施設の活用には、 地元住民による利用、 民間企業と連携した活用などの優良な

事例がある一方で、 現実的に活用の担い手が見つからないといった課題もあります。

そこで、 市では、 本年 3 月をもって閉校となった旧霞ヶ浦町地区の小学校 6 カ所について、 地域の意向を踏

まえた有効活用と、 民間活力の導入による活用の可能性や条件を把握し、 地域や市民にメリットのある活用につ

なげるため、 本年度、 廃校活用ニーズ調査を実施しています。

■ 地域の意向などを踏まえ、 有効活用の具体策へ ■

地域にとって愛着の深い廃校施設の活用には、 地域のご理解やご協力が欠かせません。

市では、 昨年度、 公共施設等のあり方に関する地域懇談会「ワークショップ」において、 廃校施設をはじめとす

る地域的な公共施設の活用などに関するアイデアをご提案いただいてまいりました。

そして、 今回の見学会では、 廃校活用に興味のある企業などのほか地元地域や市民の皆さんにご来場いた

だき、 施設内外の見学後、 現実的な活用策に関するアンケート調査にご協力いただきたく計画しています。

ぜひ、 お申し込みのうえご来場ください。

問 検査管財課（千代田庁舎）

開催日時 9月21日水 ※見学時間は各 30 分程度　（現地集合 ・ 現地解散）

10：20～下大津小学校 ／ 11：00 ～牛渡小学校 ／ 11：40 ～佐賀小学校

13：20～安飾小学校 ／ 14：00 ～志士庫小学校 ／ 14：40 ～宍倉小学校

申込方法 ≪市 民 の 皆 さ ま≫ 氏名、 住所、 連絡先電話番号、 参加希望学校名につ
いて、 9 月14 日までにＦＡＸ（0299-59-2130）または右

の QR コードにより、市検査管財課宛てお申込みください。

≪企業などの皆さま≫  運営事務局（常陽産業研究所 地域研究部 ☎ 029-233-6734）ま

で、 お問い合わせください。

業務委託先主催

廃校施設見学会

地域や市民に

メリットもたらす有効活用へ

「廃校活用ニーズ調査」実施中


